
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種 別 件 数 前年同期比 

火 

災 

件 数  １９ 件 ―１２ 件 

焼損面積 ３６０ ㎡ ＋２５８ ㎡ 

死 者 ３ 名  ＋３ 名 

傷 者 １５ 名  ＋９ 名 

救 助 １５１ 件  ＋１１ 件 

救 急 ４０１９ 件 ―４ 件 

判 定 結 果 は 裏 面 へ ！ 

令和８年度東京消防庁火災予防標語 

作者 佐藤 環さん(中野区在学)

安全・安心へのメッセージ 

 発行：小金井防火防災協会／小金井防火管理研究会／小金井危険物安全協会 監修：小金井消防署 

NO.８８ 202６年１１月 
市内の災害状況(令和８年８月３１日現在) 

さとう たまき



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小金井市では、「有害ごみ」として回収しています。 

詳しくは小金井市のホームページへ。 

万が一火災が発生したら？ 

火花や煙が 

激しく噴出している場合は 

近寄らない 

火花や煙の勢いが 

収まったら、大量の水や 

消火器で消火する 

大量の水で温度を 

十分に下げ、安全に 

配慮し、水没させる 

お 問 合 せ 先 
ＴＥＬ 

ＴＥＬ 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/fs/koganei/index.html 

小金井消防署の 

ホームページは 

こちら! 小金井消防署は大規模改修工事中です。 
近隣の皆様におかれましては、期間中大変ご迷惑をお掛けいたします。 

火花や煙が噴出している 

リチウムイオン電池を 

素手で触るのやめよう！ 

１１９番通報は 

安全な場所から！ 

1 2 3 

（令和７年中は速報値） 
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東京消防庁管内における 
リチウムイオン電池関連火災件数 

167 

150 140 

103 102 

81 

56 55 

26 

10 倍以上に増加 

382 

243 

今後開催予定のイベント 

取扱い方法をよく 

確認し、異常を感じた 

場合はすぐに使用を 

中止しましょう 

ＳＴＯＰ！住宅火災 

誤った 
廃棄方法 

により 

ごみ収集車から 

出火！ 

リチウムイオン電池の廃棄方法は？ 

小金井市内では住宅火災が連続して発生しています。 
今年に入り、約５年ぶりに住宅火災による死者も発生しています。 

火 災 を 防 ぐ ポ イ ン ト 

！ 

①調理中はこんろから離れない 

②寝たばこは絶対にしない 

③コンセントや電気コードを定期的に確認する 

④放火を防ぐため、家の周りに燃えやすいものを置かない 

⑤万が一に備え、ご家庭にも消火器を備える 

⑥住宅用火災警報器は、定期的に作動点検し、 

設置後１０年を目安に交換する 

！ 小金井市内で発生した 
過去 10 年間の火災件数・焼損床面積 

※Ｒ７年の数値は速報値です 

※まちかど防災訓練車とは 

200Ｌの水を車両に積載しており、

その水を循環させて、消火栓等の

水源がないところでも放水訓練を

することができる車両です。 


